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図19　五輪塔1・H出土舎利容器（S＝1：4）
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面には，観恵房の銘文が5行にわたって線刻されている。全面に鍍金を施す。総高6．82cm，筒身径
2．99cm。
　所　見
　今回の調査で，国の重要文化財の指定を受けている8基の五輪塔の中では五輪塔1のみが，建立
当初の位置を保ち，他の7基（H～珊）は江戸時代中期以降に移築されたことが判明した。
　　忍性墓塔
　五輪塔1は，塔の地下に穿たれた土墳内に骨蔵品を納めた石製外容器が置かれていた。その被葬
者である良観上人忍性は，鎌倉極楽寺の開山として著名で，その師である西大寺の興正菩薩叡尊と
ともに，鎌倉時代における真言律宗の興隆，さらに慈善救済事業に活躍した僧である。その行跡は，
没後にまとめられた『性公大徳譜』や骨蔵器に記された『良観上人舎利瓶記』などによって知られ
ている。建保5年（1217）大和国城下郡屏風里に生を受けた忍性は，幼くして信貴山に登り文殊信
仰に親しみ，16歳で母を亡くした後，額安寺に入った。翌天福元年（1233）東大寺戒壇院で受戒し，
嘉禎元年（1235）文殊山竹林寺への3年間にわたる月詣でを開始した。その後延応元年（1239）の
西大寺の叡尊との出会いは，その後の宗教活動を決定づけることとなった。彼は叡尊の戒律を重ん
じる教学を実践するものとして，現世の苦悩相への救済を目指す文殊信仰を携えて世に登場した。
　建長4年（1252）関東に下った忍性は常陸三村寺などを経て，文永4年（1267），51歳で鎌倉極楽
寺の開山として迎えられた。その後嘉元元年（1303）に87歳で入滅するまでの活躍は世に知られる
通りである。
　忍性は遺言によって遺骨を三分し，それぞれゆかりの寺の墓地に埋葬されたことが，「舎利瓶記」
の内容によって知られるが，偶然にもその3カ所すべてについて学術的な調査が行われている。
　まず最初が鎌倉極楽寺の忍性塔で，重要文化財に指定されている墓塔修理に際して，昭和51年に
調査が行われた。その結果，金銅製の骨蔵器は地輪内に穴を穿ち納められていることを確認した。
骨蔵器は蓋i付瓶形で，高さ20．7cm，最大径12，9　cmをはかる。腹部には「舎利瓶記銘文」が刻まれ
ていた。この塔は戦国時代末期に，一度内部の様子が明らかにされたようで，舎利容器の銘文が極
楽寺文書の中に記録されている。書写は天正7年（1579）に当住持の性善によって行われたことが
記されているが，この銘文によって大和の2寺にも忍性遺骨の分骨埋葬が行われていることが明ら
かになっていた。ただ問題点は，台座から下の考古学的調査が行われていないことで，地輪に当初
から納められていたかどうかについては，明らかではない。額安寺や竹林寺の状況が明らかになっ
た現在，再考の余地はあろう。
　額安寺忍性塔は本報告にあるため省略し，竹林寺の忍性塔を見てみよう。極楽寺と額安寺の墓塔
は保存状態も良く重要文化財に指定されているが，竹林寺に残る墓塔は当初のものではなく，様々
な墓石を寄せ集めたものであった。そのため竹林寺を管理する唐招提寺の森本孝順師の強い熱意に
よって墓塔が再興されることになり，それに先だって昭和61年に橿原考古学研究所が地下調査を実
施した。
　墳墓は一辺10．5cmの方形墳で東に面し，中央やや西よりに一辺1．6m，深さ1．1mの方形土墳があ
り，中央に花闇岩製の八角形柱状外容器が安置されていた。外容器は台座と方柱からなり，台座も
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同じく八角形で，径約76cm，厚さ26cmで，中央部に径32　cm，高さ4cmの円形造り出しを持つ。
さらにその上に径17．5cm，厚さ3．5cmの石製円板が置かれていた。方柱は径54　cm，高さ75．3　cmを
はかり，内部はこの造り出しに合った穴が穿たれ，忍性骨蔵器はその中に安置してあった。土墳内
および周辺には，額安寺例と同様多くの合葬，追葬骨蔵器が納められていた。
　　忍性骨蔵器
　極楽寺，額安寺，竹林寺に三分された忍性の遺骨は遺言通り埋葬されたことが明らかになったが，
骨蔵器に記された銘文についてもほぼ同じ内容で，弟子の沙門栄真によって記されたことが刻まれ
ている。内容は，彼の出自，出家の様子，律僧として活躍した姿などであるが，最後に極楽寺の西
で茶毘に付し，3寺に分骨したことを記している。
　忍性の入滅は嘉元元年（1303）7月12日で，竹林寺，額安寺の銘文には同年8月，極楽寺には同年
11月の記年があるが，骨蔵器の形態・銘文の共通性，さらに出生地への帰葬の意味も含めて，まず
三分の二の遺骨を大和に運び，それを同時に同じ工房で製作した骨蔵器に分け，埋葬したのであろ
う。それを確認した後，忍性が後半生を過ごし，入滅の地となった極楽寺奥の院での埋葬が行われ
たのであろう。
　竹林寺と額安寺の銘文は大部分共通するが，額安寺骨蔵器に1カ所ケアレスミスが認められる。
それは銘文第11行目にあり，「恭敬頂礼」の「礼」の字を欠いていることで，そのため次の行から1
字ずつ竹林寺骨蔵器の銘文とはずれている。この二つの銘文の形態は異なっており，同一人物によ
って彫られたものではないことは明らかだが，額安寺用の原本の誤りか工人の手違いかは判断でき
ない。
　「良観上人舎利瓶記」と記された忍性の骨蔵器銘文内容は，驚くほど奈良時代に活躍した行基の
「大僧正舎利瓶記」と共通点が多い。行基の舎利容器が発見された文暦2年（1235）は若き忍性が竹
林寺に初めて詣でた時にあたる。おそらく忍性は行基菩薩の墓所を目の当たりにして，文殊菩薩の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ再来と慕われた行基の生き方を強く意識するようになったのであろう。『竹林寺縁記』に記された
行基菩薩舎利容器発掘時の様子によると，廟を掘ると八角石筒があらわれ，石筒の中に銅筐があり，
さらに中を開くと銅筒があり，そこには舎利瓶記の銘文が刻まれていたとある。まさに竹林寺の忍
性墓の地下の様子によく似ている。
　忍性の87年の歴史の中で，竹林寺で過ごした期間はわずか3年間にわたる月参りと幾度かの参籠
にすぎない。しかし3ヵ所の墓所の中で最も丁重に葬られていた事実のなかには，彼の生涯を律し
た出発点が行基菩薩の眠る竹林寺にあったことを物語っているのであろう。
　額安寺は，彼の出家のきっかけとなった寺であり，後にも再興に力を注いだことからも，忍性に
とって大和におけるもっとも重要な寺として認識されていたのであろう。さらに鎌倉極楽寺の忍公
塔に葬られた善願上人（嘉暦元年〔1326〕没）とその弟子の観恵房（同年没）の分骨が五輪塔Hの
地輪内から検出されたが，忍性を慕う僧俗の遺骨の合葬，追葬は，竹林寺の忍性墓塔周辺でも見ら
れた。忍性入滅からわずか2年後の嘉元3年（1305）に凝然のあらわした『竹林寺略録』には，忍
性の墓所が「上人の遺跡」として関東をはじめ遠近の人々から，すでに納骨，参詣の対象となって
いたことが記されているが，額安寺の追葬墓もそのように捉えるべきであろう。
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